









その母によって養育されている世帯）は 1998 年の前回調査に比べて 28.3% 増の 122 万 5400
世帯と急増しており、父子世帯（母のいない児童がその父によって養育されている世帯）も
















































































　家族内に乳児から中学生までの子どもをもつ両親家族の親 407 人（父親 166 人，母親 241
人）である（回収率 67.6%）。対象者には、中学生以下の子どもの他にそれより高い年齢の子
どもをもつ親も含まれている。調査手続きは 3 通りからなる。①東京都内の M 私立認可保育
園に質問紙の配布と回収を委託し、園児の父親 29 人と母親 82 人から回答が得られた（回収
率 51.2%）。②東京都内の H 公立幼稚園に質問紙の配布と回収を委託し、園児の父親 54 人と
母親 72 人から回答が得られた（回収率 70.0%）。③筆者が保護者として属する PTA の関係者
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や心理の職場や大学院の知人に手渡しまたは郵送で配布回収し、東京近郊在住で中学生以下の
子どもをもつ父親 83 人と母親 87 人から回答が得られた（回収率 82.9%）。①②③において、
夫婦ともに回答が可能な場合は 2 人分の質問紙を配布する様にしたが、回収にあたってはプ
ライバシー保護の観点から照合することは差し控えた。調査期間は 2005 年 2 月－ 6 月であ
る。尚、調査対象者には本研究の目的、意義について依頼文に明記し、個人が特定されないこ
とを前提に発表および結果の社会的還元について同意を得た上で調査を実施した。
　属性は以下のとおりである。親年齢：父親平均 41.2 歳（26-56 歳 ,-SD6.1），20 代 3.0%，30
代 34.3%,-40 代 53.0%，50 代 9.6%。母親平均 38.0 歳（26-53 歳 ,-SD-5.0），20 代 4.1%，30 代
54.8%，40 代 39.8%，50 代 0.4%，無回答 0.8%。長子年齢の平均：9.2 歳（0-25 歳 ,-SD-5.0）。
長子の就学状況：未就学 134 人（32.9%），小学生 155 人（38.1%），中学生 70 人（17.2%），
高校生以上 48 人（11.8%）。子どもの数の平均：1.9 人（1-4 人 ,-SD-0.7）。子どもの性別構成：
男 の み 112 人（27.6%）， 女 の み 117 人（28.8%）， 男 女 と も 177 人（43.5%）， 無 回 答 1 人
（0.2%）。家族構成：核家族 87.7%，拡大家族 12.3%。父親の就労形態：フルタイム 397 人
（97.5%），パートタイムその他 10 人（2.5%）。母親の就労形態：フルタイム 64 人（15.7%），







る割合」を多肢選択法により 6 つの選択肢（100 世帯に 1 世帯・150 世帯に 1 世帯・200 世帯
















シングルファザーのイメージに関する 20 組の項目について 4 段階評定で回答を求めた（e.g.,




た母親不在の家族環境について 23 項目を作成し、「1.-そう思わない（1 点）」「2.-どちらかとい







子どもの育ちについて 14 項目を作成し、「1.-そう思わない（1 点）」「2.-どちらかというとそう




的な姿勢であるのかについて 14 項目を作成し、「1.-そう思わない（1 点）」「2.-どちらかという



















「250 世帯に 1 世帯」3 と回答した人は 7% で、実際より多い選択肢への回答が 35%、少ない選
択肢への回答が 22% で、「全くわからない」が 36% だった。次に、「シングルファザーとシン














が 24%、離別が 19% だった。最後に、「これまでシングルファザーと接する機会があったか









　シングルファザーのイメージに関する 20 の形容詞対について 4 段階評定で得られた回答を
用いて因子分析（最尤法、プロマックス回転）を行った。因子の解釈については因子負荷
量 .40 以上を基準に行い 7 項目を削除した。その後、採用した 13 項目について再度因子分析
を行い、3 因子が抽出された（Table-1）。第 1 因子では、「思いやりのある－わがままな」「真
面目な－不真面目な」など人間性を反映する 5 項目で負荷量が高く、「誠実さ」因子とした。









F1 F2 F3 共通性
第 1 因子（誠実さ）
思いやりのある―わがままな .84 ‒.19 .16 .64
真面目な―不真面目な .77 ‒.06 ―.17 .46
責任感のある―無責任な .73 .16 ―.11 .63
落ち着いた―落着きのない .55 .08 .03 .39
勇敢な―臆病な .46 .27 .00 .45
第 2 因子（たくましさ）
頼もしい―頼りない .05 .87 ‒.13 .68
強い―弱い ―.06 .79 ‒.08 .49
外交的な―内向的な ―.04 .65 .22 .62
積極的な―消極的な .04 .60 .15 .54
第 3 因子（明るさ）
明るい―暗い ―.05 .10 .74 .61
陽気な―陰気な .08 .07 .69 .61
自由な―不自由な ―.16 ―.13 .65 .28
元気な―疲れた .17 .03 .55 .44
因子寄与 5.08 1.16 .59
累積寄与率（%） 39.11 48.04 52.55
信頼性係数（α） .83 .83 .75
　　　　　因子間相関 F1 1.00
F2 .65 1.00
F3 .48 .66 1.00
58
　3.1.3 シングルファザーの生活や子育てについての認識
　シングルファザーの生活や子育てに関する 23 の質問項目について 4 段階評定で得られた回
答を用いて因子分析（最尤法、プロマックス回転）を行い、因子負荷量-.40 以上を基準に 7 項
目を除いた。その後、採用した 16 項目について再分析を行い 4 因子が抽出された（Table-2）-







F1 F2 F3 F4 共通性
第 1 因子（子育てストレス）
身体的に疲労している .87 ―.13 .00 ―.11 .65
精神的に苦しい .78 ―.08 .04 .05 .63
仕事と家事と子育てを両立していくのは大変だ .62 .07 .04 ―.11 .37
子育てのために仕事に支障をきたすことが多い .52 .24 ―.03 .07 .40
子育てへの不安が強い .46 .11 ―.01 .08 .27
第 2 因子（親責任）
子どもへの責任感が強い .11 .69 ―.06 .08 .48
子どもとの精神的つながりが強い ―.07 .65 .02 ―.03 .44
子どものために努力している .08 .64 ―.01 ―.03 .44
子育てに熱心である ―.03 .59 .12 ―.01 .42
第 3 因子（親の成長）
子育てをすることで人間的に成長する ―.01 .00 .84 .15 .67
子育ては人生で貴重な経験だ .07 ―.05 .84 ―.05 .69
子育てを通して多くを学んでいる ―.02 .17 .52 ―.07 .40
第 4 因子（家族環境）
一般に、子どもは母親の手で育てるべきだ ―.04 .00 .06 .62 .35
子育てをしなければならなくて気の毒だ .13 .03 ―.12 .60 .49
子どものためにも再婚をするのが良い ―.15 .09 .06 .54 .23
子どもが順調に育ちにくい .08 ―.19 .03 .51 .35
因子寄与 3.00 2.53 .95 .81
累積寄与率（%） 18.73 34.53 40.46 45.54
信頼性係数（α） .78 .75 .79 .66
　　　　　因子間相関 F1 1.00
F2 .19 1.00
F3 .05 .49 1.00
































　シングルファザーの子どもに関する 14 の質問項目について 4 段階評定で得られた回答を用
いて因子分析（最尤法、プロマックス回転）を行い、因子負荷量 .40 以上を基準に 14 項目全

















　シングルファザーと子どもへのサポートに関する 14 の質問項目について 4 段階評定で得ら
れた回答を用いて因子分析（最尤法、プロマックス回転）を行い、因子負荷量 .40 以上を基準
F1 F2 F3 共通性
第 1 因子（心の健康）
子どもは、精神的に不安定である .80 .04 ―.05 .64
子どもは、学校で問題を起こしやすい .75 ―.10 .11 .58
子どもは、非行化しやすい .72 ―.02 ―.02 .53
子どもは、親から十分な世話を受けられない .66 .05 ―.05 .43
子どもは、淋しいだろう .60 ―.04 .08 .36
子どもは、母親がいなくてかわいそうだ .58 .05 ―.03 .33
子どもには、母親が必要である .51 .03 ―.02 .25
第 2 因子（社会的自立）
子どもは、自立心が育つ .04 .84 ―.09 .61
子どもは、社会性が身につく ―.10 .81 .03 .73
子どもは、周囲への思いやりが育つ ―.02 .81 .04 .70
子どもは、家事能力が身につく .15 .46 .29 .43
第 3 因子（親理解）
子どもは、父親に協力的である ―.04 ―.04 .84 .67
子どもは、父親のことを理解している ―.06 .04 .77 .65
子どもは、父親の背中を見て育つ .10 .02 .47 .23
因子寄与 3.82 2.60 .73
累積寄与率（%） 27.32 45.88 51.07
信頼性係数（α） .84 .85 .72
　　　　　因子間相関 F1 1.00
F2 ―.24 1.00




に 2 項目を除いた。その後、採用した 12 項目について再分析を行い 4 因子が抽出された












F1 F2 F3 F4 共通性
第 1 因子（子ども支援）
子どもが困っているときには助けたい .98 ―.07 .06 .02 .88
子どもが必要とするサポートが具体的に分かれば助けたい .81 .11 .06 ―.05 .75
子どもにはあまり関わりたくない * ―.50 ―.07 .23 .03 .38
第 2 因子（親支援）
シングルファザーが必要とするサポートが具体的に分かれば協力したい ―.04 .93 .03 .03 .82
シングルファザーから要望があれば協力したい .10 .74 .05 ―.03 .61
シングルファザーの相談にのりたい .00 .59 ―.08 ―.02 .38
第 3 因子（とまどい）
シングルファザーがどの様なサポートを必要としているかは分かりにくい .17 ―.06 .68 .03 .49
子どもがどの様なサポートを必要としているかは分かりにくい .01 .08 .67 .12 .46
子どもにどう関わったら良いか分からない ―.17 ―.01 .65 ―.13 .49
シングルファザーとどう関わったら良いか分からない ―.04 ―.01 .64 ―.15 .44
第 4 因子（特別な配慮なし）
子どもに対して特別な配慮はしない ―.12 .08 .01 .76 .59
シングルファザーだからといって特別な配慮はしない .07 ―.10 ―.01 .67 .47
因子寄与 2.86 1.06 1.75 1.09
累積寄与率（%） 23.87 32.71 47.30 56.41
信頼性係数（α） .80 .80 .75 .66
　　　　　因子間相関 F1 1.00
F2 .47 1.00
F3 ―.14 ―.13 1.00








































2. 親の責任 3.26 (.51) 3.11 (.48) 3.13 (.63) 3.69* ①＞② *
3. 親の成長 3.48 (.54) 3.29 (.61) 3.27 (.64)  5.38** ①＞②③ *






























1. 子育てストレス 3.40 (.50) ＞　3.26 (.52) 2.46*
2. 親責任 3.24 (.51) ＞　3.11 (.51) 2.40*
3. 親の成長 3.23 (.54) ＜　3.43 (.58) 3.30**
4. 家族環境 2.38 (.61) ＞　2.08 (.58) 4.95***
子ども
1. 心の健康 2.73 (.26) ＞　2.55 (.53) 3.26**
2. 社会的自立 2.97 (.60) ＜　3.11 (.58) 2.39*
3. 親理解 2.99 (.55) ＜　3.24 (.50) 4.76***
サポート
1. 子ども支援 3.27 (.54) ＜　3.50 (.47) 4.46***
2. 親支援 2.83 (.63) ＜　2.97 (.53) 2.80**
3. とまどい 2.78 (.67) 　　2.73 (.60)  .73










果、父親（妻就労 68 人、妻非就労 98 人）においては、「シングルファザーと子どもへのサ
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３- 厚生労働省（2005）による 2003 年度調査報告によると、母子世帯（父のいない満 20 歳未
満で未婚の子どもがその母によって養育されている世帯）が全世帯に占める割合は 2.7%（約
37 世帯に 1 世帯）、父子世帯（母のいない満 20 歳未満で未婚の子どもがその父によって養
育されている世帯）は 0.4％（約 250 世帯に 1 世帯）となっており、母子世帯：父子世帯＝



















their-neighbors.- It- is- important-to-offer-information-about-the-social-needs-of-single-fathers-
and-promote-a-positive-approach-towards-them.-It- is-expected-that-such-information-would-
promote-the-cooperation-between-single-fathers-and-people-around-them.--
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